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書　
　
評　
和
田
磨
著
『
太
平
記
』
生
成
と
表
現
世
界
』
佐　
倉　
由　
泰
　
『
太
平
記
』
は
「
歴
史
」
と
い
う
も
の
の
観
念
を
一
変
さ
せ
た
。『
太
平
記
』
に
先
行
す
る
歴
史
叙
述
は
、
虚
構
、
脚
色
、
省
筆
等
を
行
い
な
が
ら
も
、
完
了
し
た
事
実
を
容
認
し
、
そ
れ
を
「
歴
史
」
と
し
て
記
し
た
。
そ
の
枠
組
み
の
中
で
「
歴
史
」
の
理
法
を
見
出
し
、
編
み
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、『
太
平
記
』
は
、
完
了
し
た
事
実
を
受
け
入
れ
ず
に
理
法
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
可
能
性
で
あ
り
続
け
る
こ
と
、あ
る
べ
き
こ
と
ま
で
も
が
「
歴
史
」
と
な
り
、「
歴
史
」
を
「
歴
史
」
た
ら
し
め
る
意
味
づ
け
が
後
世
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
過
去
に
拘
束
さ
れ
な
い
「
歴
史
」
が
誕
生
し
た
の
だ
。
日
本
文
化
史
に
画
期
を
も
た
ら
す
事
件
で
あ
っ
た
。
　
『
太
平
記
』
の
重
要
性
と
難
解
さ
の
根
幹
は
こ
こ
に
あ
る
。『
太
平
記
』
に
は
、
完
了
し
た
事
実
を
「
歴
史
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
構
築
性
と
、
そ
の
営
み
を
放
擲
す
る
脱
構
築
性
と
が
せ
め
ぎ
合
う
。
記
述
は
、
明
確
な
理
念
を
提
示
し
な
が
ら
、
そ
の
実
現
が
見
込
め
な
い
状
況
で
迷
走
し
、
表
現
は
過
剰
性
を
帯
び
、
論
理
は
反
転
を
重
ね
、
内
容
は
多
元
化
し
交
錯
し
て
い
る
。
し
か
も
、
文
体
、
用
字
、
用
語
は
、
多
様
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
驚
く
ほ
ど
広
範
に
深
く
巧
緻
に
織
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、そ
の
点
で
も
読
解
は
容
易
で
は
な
い
。
　
こ
の
よ
う
な
『
太
平
記
』
を
読
み
解
く
鍵
に
な
る
の
が
生
成
の
問
題
で
あ
る
。『
太
平
記
』
は
、
い
つ
ど
の
段
階
で
、
ど
こ
ま
で
意
図
的
に
、
ど
こ
ま
で
偶
発
的
に
、
重
要
で
難
解
で
特
異
な
歴
史
叙
述
と
な
っ
た
の
か
。
実
証
は
不
可
能
で
も
論
証
を
要
す
る
『
太
平
記
』
研
究
の
最
大
の
課
題
だ
。
こ
れ
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
の
が
、
和
田
磨
氏
の
著
書
『
太
平
記
』
生
成
と
表
現
世
界
』
で
あ
る
。
書
名
の
と
お
り
『
太
平
記
』
の
生
成
の
問
題
を
考
究
の
基
軸
に
据
え
、
幅
広
く
周
到
な
論
述
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
成
立
論
と
し
て
も
、
諸
本
論
と
し
て
も
、
作
品
論
と
し
て
も
、
享
受
史
論
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
一
書
と
な
っ
て
い
る
。
表
現
世
界
の
脱
構
築
性
も
視
野
に
収
め
た
柔
軟
な
展
望
を
具
え
な
が
ら
、
記
述
の
構
築
的
生
成
過
程
を
丹
念
に
跡
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
多
大
な
困
難
を
伴
う
考
究
で
あ
る
が
、
和
田
氏
は
、
遠
大
な
高
み
に
向
か
っ
て
、
着
実
に
丁
寧
に
論
証
を
重
ね
て
い
る
。
本
書
は
そ
う
し
た
得
難
い
思
考
の
結
晶
で
あ
り
、『
太
平
記
』
研
究
の
画
期
を
な
す
、
待
望
の
好
著
で
あ
る
。
　
総
頁
は
五
一
〇
頁
に
及
ぶ
。
本
論
部
は
二
部
五
章
十
九
節
と
一
つ
の
付
論
か
ら
成
り
、
各
節
と
付
論
を
一
篇
と
見
る
と
、
二
十
篇
の
論
考
を
収
載
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
論
の
前
に
、
序
論
「
研
究
史
概
観
と
問
題
の
所
在
」
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
も
貴
重
で
あ
る
。『
太
平
記
』
の
研
究
史
が
、「
作
者
」、「
成
立
年
代
」、「
諸
本
」、「
構
成
」、「
序
」
を
め
ぐ
っ
て
」、
「
史
実
と
の
関
係
」、「『
平
家
物
語
』
の
表
現
と
の
関
係
」、「
享
受
」
の
八
項
目
に
分
か
た
れ
て
、
丁
寧
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。『
太
平
記
』
研
究
の
道
標
、
手
引
き
と
し
て
も
き
わ
め
て
有
意
義
で
あ
る
。
和
田
氏
の
研
究
上
の
関
心
の
高
さ
、
思
考
の
深
さ
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
記
述
へ
の
細
心
の
注
意
も
う
か
が
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
三
〇
頁
で
は
、
其
角
の
句
「
平
家
也
太
平
記
に
は
月
も
見
ず
」
を
挙
げ
、「『
五
元
集
』〔『
宝
井
其
角
全
集 
編
著
篇
』
勉
誠
社
、
一
九
九
四
年
〕」
と
、
典
拠
を
明
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
些
細
な
こ
と
に
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見
え
て
、
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
出
典
を
知
り
、
そ
れ
に
当
た
れ
る
こ
と
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
細
や
か
な
配
慮
が
序
論
に
始
ま
り
、
本
書
の
全
編
に
溢
れ
る
。
論
述
上
の
「
問
題
の
所
在
」
を
示
す
記
述
も
、
序
論
に
限
ら
ず
、
五
つ
の
章
の
各
冒
頭
に
配
さ
れ
て
い
る
。
論
旨
の
要
説
も
、
本
論
の
後
の
「
結
論
」
部
だ
け
で
な
く
、
各
章
の
結
尾
の
「
結
び
」
で
も
明
快
に
な
さ
れ
て
お
り
、
全
編
の
大
尾
に
は
英
文
の
要
旨
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、本
書
に
は
懇
切
な
心
配
り
が
幾
重
に
も
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
　
本
論
の
第
一
部
「
生
成
と
歴
史
叙
述
」
は
二
章
か
ら
成
る
。
第
一
章
「
初
期
足
利
政
権
と
『
太
平
記
』
の
生
成
」
で
は
、
ま
ず
、
今
川
了
俊
の
『
難
太
平
記
』
の
、
足
利
直
義
、
恵
鎮
、
玄
恵
が
登
場
す
る
記
述
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は
『
太
平
記
』
の
生
成
を
考
え
る
上
で
最
重
要
の
記
述
で
あ
り
、
実
に
自
然
で
理
に
か
な
っ
た
本
論
の
始
め
方
で
あ
る
。
第
一
節
「『
太
平
記
』
の
作
者
説
を
め
ぐ
る
諸
問
題
│
『
難
太
平
記
』
研
究
史
の
検
証
│
」
で
は
、
こ
の
『
難
太
平
記
』
の
記
述
を
丁
寧
に
読
み
解
き
つ
つ
、
従
来
の
『
太
平
記
』
の
作
者
説
を
精
緻
に
検
証
す
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
、
玄
恵
の
『
太
平
記
』
の
生
成
へ
の
関
与
に
つ
い
て
、
慎
重
に
留
保
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
二
節
「
今
川
了
俊
の
い
う
『
太
平
記
』
の
「
作
者
」
で
は
、『
難
太
平
記
』
の
全
編
の
記
述
の
意
図
を
詳
し
く
考
察
し
た
上
で
、
了
俊
が
『
太
平
記
』
を
足
利
将
軍
家
の
公
的
な
史
書
と
捉
え
、
恵
鎮
と
そ
の
周
辺
の
人
物
を
作
者
と
見
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。『
難
太
平
記
』
の
専
論
と
し
て
も
た
い
へ
ん
有
意
義
で
あ
る
。
第
三
節
「『
太
平
記
』
世
界
の
変
貌
」
で
は
、
直
義
の
管
理
下
で
構
想
さ
れ
た
『
太
平
記
』
の
初
期
形
態
を
想
定
す
べ
く
、
同
じ
く
初
期
足
利
政
権
の
意
向
を
強
く
反
映
し
て
成
立
し
た
と
お
ぼ
し
き
『
明
徳
記
』
の
構
想
を
考
察
し
、
相
国
寺
供
養
記
事
の
検
討
等
を
通
し
て
、『
明
徳
記
』
を
、
足
利
義
満
の
武
家
の
棟
梁
と
し
て
の
権
威
、
正
当
性
を
標
榜
す
る
作
品
と
捉
え
、
現
存
し
な
い
『
太
平
記
』
の
初
期
形
態
を
類
推
す
る
。
と
も
に
初
期
足
利
政
権
の
影
響
下
で
成
立
し
た
と
し
て
も
、
リ
テ
ラ
シ
ー
、
文
体
等
に
本
質
的
な
差
異
も
あ
る
よ
う
に
、
成
立
環
境
の
異
な
る
『
太
平
記
』
と
『
明
徳
記
』
の
初
期
構
想
を
同
定
化
す
る
こ
と
に
は
当
然
限
界
も
あ
り
そ
う
だ
が
、『
太
平
記
』
の
生
成
を
捉
え
る
た
め
の
あ
る
べ
き
作
業
仮
説
に
も
と
づ
く
不
可
欠
の
試
み
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
第
四
節
「
軍
記
物
語
の
生
成
と
享
受
│
南
北
朝
・
室
町
時
代
初
期
の
一
様
相
│
」
も
、『
明
徳
記
』
に
着
目
し
、
そ
の
成
立
時
期
を
捉
え
る
考
証
を
行
う
と
と
も
に
、
異
本
生
成
の
実
態
を
捉
え
、
足
利
政
権
下
で
の
諸
本
生
成
の
事
例
と
し
て
、『
太
平
記
』
の
生
成
の
問
題
に
敷
衍
し
得
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
前
節
の
考
察
と
と
も
に
、『
明
徳
記
』
の
専
論
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
論
考
で
あ
る
。
　
第
一
部
の
第
二
章
「
相
反
す
る
将
軍
像
│
尊
氏
像
と
義
詮
像
│
」
は
四
節
か
ら
成
る
が
、
第
一
章
の
初
期
足
利
政
権
下
で
の
『
太
平
記
』
の
生
成
を
探
る
と
い
う
課
題
を
引
き
継
ぎ
、
足
利
将
軍
の
造
型
を
論
ず
る
。
第
一
節
「
功
績
者
尊
氏
像
の
形
象
法
│
奏
状
の
論
理
を
め
ぐ
っ
て
│
」
で
は
、
巻
第
十
四
の
、
後
醍
醐
天
皇
へ
の
足
利
尊
氏
と
新
田
義
貞
の
奏
状
を
取
り
上
げ
、『
太
平
記
』
が
尊
氏
の
武
家
の
棟
梁
と
し
て
の
資
質
（「
威
」）
を
強
調
す
る
正
当
化
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
威
」
を
作
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
見
る
点
で
も
重
要
な
考
察
で
あ
る
。
第
二
節
「
武
家
の
棟
梁
抗
争
譚
創
出
の
理
由
│
新
田
義
貞
像
の
役
割
│
」
で
は
、『
太
平
記
』
が
、
尊
氏
と
義
貞
の
抗
争
を
際
立
た
せ
て
、
後
醍
醐
天
皇
と
尊
氏
の
対
立
を
隠
蔽
し
、
義
貞
の
権
威
を
凌
ぐ
尊
氏
の
権
威
を
表
出
し
て
い
る
と
論
ず
る
。
以
上
の
二
つ
の
節
で
は
、『
太
平
記
』
が
、
生
成
の
初
期
か
ら
、
尊
氏
を
正
当
化
す
る
構
想
を
具
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え
て
い
た
と
捉
え
、
義
貞
を
そ
の
構
想
に
寄
与
す
る
存
在
と
見
る
。
義
貞
の
造
型
に
も
主
体
的
な
意
図
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
考
え
る
上
で
も
、
和
田
氏
の
論
考
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
第
三
節
「
将
軍
義
詮
像
の
性
格
│
四
〇
巻
本
と
足
利
将
軍
家
と
の
関
係
│
」
で
は
、
足
利
義
詮
の
形
象
に
尊
氏
像
の
よ
う
な
権
威
化
が
見
出
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
に
『
太
平
記
』
の
生
成
が
足
利
将
軍
家
の
管
理
を
離
れ
た
事
情
を
推
考
す
る
。
今
後
、『
太
平
記
』
の
義
詮
像
を
考
え
る
上
で
も
、『
太
平
記
』
の
初
期
構
想
と
後
次
構
想
と
の
非
連
続
を
論
ず
る
上
で
も
規
準
と
す
べ
き
論
考
で
あ
る
。
第
四
節
「
天
皇
と
将
軍
／
将
軍
と
武
将
」
は
、
尊
氏
の
造
型
に
お
い
て
、
天
皇
と
の
関
係
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
卓
論
で
あ
る
。
天
皇
を
戴
か
な
い
時
の
戦
い
の
場
面
に
限
っ
て
尊
氏
の
「
運
」
が
語
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、『
太
平
記
』
の
読
解
を
左
右
す
る
論
及
も
多
い
。
　
第
一
部
の
第
三
章
「
歴
史
叙
述
の
方
法
│
時
代
状
況
と
の
関
わ
り
か
ら
│
」
は
五
節
か
ら
成
る
が
、『
太
平
記
』
の
全
体
像
を
捉
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
本
文
の
生
成
を
論
ず
る
重
要
な
論
考
が
並
ぶ
。
第
一
節
「
第
一
部
の
構
造
」
は
、『
太
平
記
』
の
第
一
部
の
討
幕
の
記
述
に
、
公
家
側
の
視
点
と
武
家
側
の
視
点
が
併
存
し
交
錯
し
て
い
る
こ
と
を
的
確
に
指
摘
す
る
。
統
一
性
が
強
い
と
さ
れ
る
第
一
部
で
早
く
も
記
述
の
多
元
化
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
節
「
食
」
の
表
象
│
『
太
平
記
』
の
合
戦
叙
述
の
一
特
徴
│
」
で
は
、
飲
食
の
モ
チ
ー
フ
が
、
楠
正
成
の
智
謀
の
表
象
や
戦
う
人
々
の
意
志
の
表
現
に
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、『
太
平
記
』
の
軍
記
物
語
と
し
て
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
三
節
「
本
文
改
訂
の
一
志
向
│
細
川
清
氏
失
脚
記
事
の
検
討
│
」
で
は
、
巻
第
三
十
六
の
細
川
清
氏
失
脚
記
事
に
つ
い
て
、
先
行
形
態
と
目
さ
れ
る
Ｂ
系
統
本
文
か
ら
Ａ
系
統
本
文
へ
の
改
訂
を
丹
念
に
考
証
し
、
そ
の
改
訂
本
文
に
は
、
京
と
鎌
倉
で
足
利
将
軍
家
が
危
難
を
迎
え
て
い
た
状
況
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
論
ず
る
。
第
四
節
「
細
川
頼
之
の
管
領
就
任
記
事
の
位
置
付
け
」
は
、
議
論
の
多
い
『
太
平
記
』
の
大
尾
の
意
味
を
考
察
す
る
。
和
田
氏
は
、
細
川
頼
之
の
管
領
就
任
記
事
を
全
編
の
結
尾
と
す
る
終
幕
を
、
唐
突
で
あ
り
、
理
念
と
し
て
の
太
平
の
実
現
に
は
ほ
ど
遠
い
と
捉
え
つ
つ
、
天
皇
│
将
軍
│
管
領
と
い
う
安
定
し
た
体
制
の
完
成
を
見
抜
い
た
作
者
の
炯
眼
が
現
れ
て
い
る
と
論
ず
る
。
多
様
な
理
解
が
成
り
立
ち
得
る
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
和
田
氏
の
見
解
が
今
後
の
議
論
の
基
軸
と
な
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
大
尾
の
考
察
に
続
き
、
第
五
節
「
序
」
の
機
能
」
で
は
、
儒
教
的
理
念
を
提
示
し
て
い
る
冒
頭
の
序
を
問
題
に
し
、『
太
平
記
』
が
、
こ
の
世
に
、
理
念
で
は
捉
え
き
れ
な
い
不
可
知
の
因
果
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
現
実
に
ふ
み
と
ど
ま
り
、
政
道
の
行
方
を
捉
え
続
け
、
記
し
続
け
る
中
で
、
序
の
理
念
は
作
中
の
規
範
で
あ
り
続
け
、
乱
世
の
理
不
尽
さ
を
映
し
出
す
規
準
と
も
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
も
示
唆
に
富
む
好
論
で
あ
る
。『
太
平
記
』
全
編
の
思
想
を
考
え
る
上
で
も
大
き
な
拠
り
ど
こ
ろ
に
な
る
。
　
『
太
平
記
』
の
生
成
の
問
題
を
享
受
の
問
題
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
、
第
二
部
「
多
様
化
す
る
表
現
世
界
│
中
世
か
ら
近
世
へ
│
」
は
二
章
か
ら
成
る
が
、
第
一
章
「
巻
二
一
「
塩
冶
判
官
讒
死
事
」
の
変
相
」
は
、「
諸
本
の
整
理
と
話
型
分
類
（
一
）」、「
諸
本
の
整
理
と
話
型
分
類
（
二
）」、「
諸
本
の
独
自
性
と
共
通
性
」
の
全
三
節
で
、
巻
第
二
十
一
「
塩
冶
判
官
讒
死
事
」
を
考
察
対
象
と
し
て
、
諸
本
間
の
異
同
が
大
き
く
複
雑
な
そ
の
本
文
を
七
系
統
に
分
類
し
、
各
系
統
の
生
成
上
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
各
本
の
塩
冶
高
貞
一
家
の
悲
劇
の
描
き
方
や
、高
師
直
に
対
す
る
批
判
の
あ
り
方
を
論
述
し
、
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後
世
の
物
語
に
お
け
る
享
受
の
様
相
に
も
論
及
し
て
い
る
。
諸
本
論
と
し
て
も
、
作
品
論
と
し
て
も
、
享
受
史
論
と
し
て
も
重
要
な
考
察
で
あ
る
。
甲
・
乙
・
丙
・
丁
に
四
分
類
す
る
、
現
在
の
一
般
的
な
諸
本
分
類
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
本
文
異
同
の
問
題
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
や
、「
塩
冶
判
官
讒
死
事
」
の
梵
舜
本
型
本
文
の
成
立
下
限
を
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
に
引
き
上
げ
て
捉
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、論
述
の
各
所
で
注
目
す
べ
き
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
第
二
部
の
第
二
章
「
太
平
記
」
を
纏
う
物
語
│
近
世
初
期
『
太
平
記
』
享
受
の
一
齣
│
」
で
は
、「『
獣
太
平
記
』
と
『
魚
太
平
記
』」、「『
草
木
太
平
記
』
と
『
諸
虫
太
平
記
』」、「『
貧
人
太
平
記
』」
の
三
節
と
付
論
「
太
平
記
」
を
纏
う
物
語
研
究
の
可
能
性
│
『
慶
安
太
平
記
』
を
軸
と
し
て
│
」
の
タ
イ
ト
ル
に
名
の
挙
が
る
、
近
世
初
期
の
六
編
の
「
太
平
記
」
の
名
を
纏
う
物
語
に
つ
い
て
、『
太
平
記
」
と
の
関
係
や
距
離
を
測
り
つ
つ
、
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
の
生
成
と
記
述
の
特
質
を
明
示
す
る
論
述
は
各
作
品
の
専
論
と
し
て
の
意
義
を
十
分
に
具
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
物
語
が
「
太
平
記
」
の
名
を
纏
う
こ
と
の
意
味
が
問
題
に
な
る
が
、
和
田
氏
は
、
合
戦
に
関
す
る
内
容
を
語
る
と
こ
ろ
に
、
各
作
品
の
固
有
の
性
格
を
超
え
た
共
通
点
を
見
出
し
、「
太
平
記
」
と
い
う
言
葉
を
「
合
戦
」
の
代
名
詞
と
捉
え
る
。
こ
れ
も
、
今
後
の
研
究
の
道
標
と
な
る
有
意
義
な
見
解
に
は
違
い
な
い
。
が
、
歴
史
叙
述
の
問
題
を
幅
広
く
考
究
し
て
い
る
本
書
全
体
の
の
び
や
か
な
展
望
を
延
伸
す
れ
ば
、
さ
ら
に
豊
か
な
思
考
に
到
り
着
け
そ
う
だ
。「
太
平
記
」
と
は
、「
合
戦
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
も
含
ん
だ
、
よ
り
大
き
な
概
念
と
し
て
の
「
歴
史
」
の
謂
い
で
は
な
い
の
か
。『
太
平
記
』
は
「
歴
史
」
と
い
う
も
の
の
観
念
を
一
変
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、「
歴
史
」
の
複
数
性
を
現
出
さ
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。『
太
平
記
』
の
前
に
は
、
同
じ
事
件
を
記
し
て
も
視
点
を
異
に
す
る
、
複
数
の
「
歴
史
叙
述
」
は
あ
っ
た
が
、
複
数
の
「
歴
史
」
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
『
太
平
記
』
の
登
場
に
よ
り
、「
歴
史
」
は
一
つ
で
は
な
く
な
り
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
、
歴
史
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
も
「
歴
史
」
と
な
っ
た
。「
獣
」
や
「
魚
」
や
「
草
木
」
や
「
諸
虫
」
の
物
語
も
「
歴
史
」
で
あ
り
得
る
。「
太
平
記
」
と
は
、
従
来
の
「
歴
史
」
と
は
異
な
る
、
新
た
な
「
歴
史
」
と
い
う
意
味
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
盛
行
は
、
近
世
に
限
ら
ず
、
近
代
、
現
代
に
も
及
ぶ
。「
〇
〇
太
平
記
」
の
陸
続
た
る
登
場
は
、『
太
平
記
』
の
、「
歴
史
」
の
複
数
化
を
促
す
歴
史
叙
述
と
し
て
の
特
質
に
起
因
す
る
現
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
、
和
田
磨
氏
の
こ
の
た
び
の
著
書
の
論
述
を
評
し
て
き
た
。『
太
平
記
』
の
難
解
さ
も
あ
っ
て
、
そ
の
論
述
を
め
ぐ
っ
て
は
多
様
な
異
説
も
あ
り
得
よ
う
。
現
に
、
第
一
部
第
三
章
第
三
節
「
本
文
改
訂
の
一
志
向
│
細
川
清
氏
失
脚
記
事
の
検
討
│
」
で
は
、
Ａ
系
統
本
文
の
細
川
清
氏
と
佐
々
木
道
誉
を
め
ぐ
る
記
述
の
解
釈
に
関
し
て
、
小
秋
元
段
氏
と
の
見
解
の
相
違
が
重
要
な
論
点
に
な
っ
て
い
る
。
容
易
に
結
着
が
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
『
太
平
記
』
の
序
の
理
解
、
結
末
の
捉
え
方
、「
北
野
通
夜
物
語
」
の
解
釈
等
の
課
題
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
と
お
り
、
そ
う
し
た
困
難
な
状
況
の
中
で
こ
そ
、
和
田
氏
が
本
書
で
示
し
た
考
究
は
よ
り
重
要
度
を
増
し
て
際
立
つ
。
間
違
い
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
『
太
平
記
』
研
究
の
規
準
と
し
て
、
新
た
な
考
究
の
基
点
で
あ
り
続
け
る
は
ず
だ
。
今
は
何
よ
り
も
、『
太
平
記
』
研
究
が
こ
の
よ
い
著
書
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
素
直
に
慶
び
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
和
田
氏
の
研
究
の
今
後
の
さ
ら
な
る
深
化
、
進
展
を
確
信
し
、
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。
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